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サンスクリット語文法ノート (4) 

ヴェーダ語 valh-「謎を掛ける」と 
ギリシア語 elephaíromaiについて 

松浦 高志 

                               

 

1   はじめに 

 後藤「brahmodya」482 n. 4 では，ヴェーダ語 valh-「謎を掛ける，謎に

よって挑む」とギリシア語 elephaíromai はともに *u̯elh₁bʰ-r̥-i̯e- に由来する

と考えて，次の二つのことが主張されている1． 

(1) ギリシア語のelephaíromaiは「謎によって相手を混乱させる，欺く」

と理解される． 

(2) ギリシア語に現れる固有名詞は，戦や紛争の際に相手に謎かけを

する，知的な戦士のいたことを推定させる． 

Gotō, „ἐλεφαίρομαι“ ではギリシア語の elephaíromai について詳しく検討さ

れているので，それに基づいてこれら二つを検討する． 

 

 
1 本ノートは後藤「brahmodya」と Gotō, „ἐλεφαίρομαι“ の内容を説明することを目

的に，2016 年 5 月 30 日の梶原三恵子先生の「印度語学印度文学演習 (3)」（東京大

学文学部）で発表した際の発表資料にもとづくものである．注 18 にあるように，

後藤自身は線文字 B 粘土板にある e-re-pa-i-ro「エレパ（イ）ローン（？）」が valh- 
とギリシア語 elephaíromai と同じ語源をもつという考え方は留保しているようで

あるが，それ以外の議論は大変興味深いので，そのまま掲載した．なお，本ブック

レットへの掲載に当たってはミュケーナイ文明期ギリシア語に関する文献等に若

干加筆を行った．加筆に際しては JSPS 科研費 JP22K20016 の助成を受けた． 
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2   elephaíromai の表す意味 

elephaíromai の用例は三例で，初期叙事詩（ホメーロスやヘーシオドス，

「ホメーロス風讃歌」など，おおむね紀元前 8–6 世紀に作られた叙事詩）

でのみ用いられている．以下で一つずつ意味を検討する．二つはホメーロ

ス（希 Hómēros，紀元前 8 世紀頃）で，一つはヘーシオドス（希 Hēsíodos，

紀元前 8–7 世紀）である．ヘーシュキオス（希 Hēsýkhios，初期叙事詩な

どで用いられている難語を説明するための辞典を紀元後 5 世紀頃に編纂

した人物）は elephaíromai を「欺く，傷つける，不正をはたらく」と解釈

している．前述の三つの用例はいずれも中動態であるが，ヘーシュキオス

はさらに別の項目で能
．
動態アオリスト不定詞（elephẽrai）とその意味「欺

く」も与えている（ただし辞典にあるだけで実際の用例は存在しない）2．

ただし第 6 節で挙げる，同根と思われる名詞や形容詞も含め，古い時代の

文献中で，主に叙事詩の表現としてごくわずかの用例が認められるだけで

あり，いずれも意味は一定せず，どのように語が形成されているかもはっ

きりしてはいないので，簡単に語源やそれらの表す意味を導き出すことは

 
2 ヘーシュキオスをはじめとする各種の（難語）辞典は，編纂された時期は遅いが，

ヘレニズム時代（紀元前 3–1 世紀）の，主にアレクサンドレイア（エジプト）で

の文献学研究に起源を求めることができる．この時期のアレクサンドレイアには，

その後失われてしまったものも含め多くのギリシア語文献が集められ，研究され

ていた．そのため，その時代に編纂された辞典の内容を引き継いでいる可能性が

あり，その中に現在失われてしまった作品等で用いられていた単語が収められて

いる可能性がある．しかしこの例と同様，出典が挙げられていることはきわめて

稀である．したがってある箇所では古い時代の信頼できる研究から引用している

が，またある箇所では単に後代の学者が自分の解釈を提示しているだけというこ

とが起こり得る．したがってこれらの辞典に載っている意味を受け入れる際には

十分な注意が必要なのは言うまでもない． 
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難しい3． 

 

3   「欺く」(1) 

次の箇所は，elephaíromai の意味に「欺く」があるということを明確に

示している4． 

 

「客人よ，夢というものは把え難く，その意味を判ずるのは難しいも

の，また人間には夢で見たことがすべてその通りになるわけでもあり

ません．朦朧
もうろう

として実体のない夢の通う門は二つあって，その一つは

角
つの

で，もう一つは象牙で造られています．人の見る夢のうち，挽き切

られた象牙の門を出て来たものは，実現せぬ言葉を伝えて人を欺き

ますが，磨かれた角の門を潜って出る夢は，それを見た人に見た通り

実現してくれます．」 

（ホメーロス『オデュッセイア』第 19 巻 

第 560–567 行［松平訳，太字引用者］） 

 

elephaíromai は，ここでは直説法中動態現在 3 人称複数に活用している

（elephaírontai）．これは通俗語源解釈と思われる．おそらく「角」（希 kéras）

と「実現させる」（希 kraínō）を，また「象牙」（希 eléphās）と「欺く，害

する」（希 elephaíromai）とを関連付けて説明している5． 

 

4   「欺く」(2) 

次はアキッレウスの要望により，親友パトロクロスの葬礼競技が行われ

 
3 Beekes, Dictionary, s.v. ἐλεφαρίρομαι. 
4 Gotō, „ἐλεφαίρομαι“, 365–366. 
5 松平『オデュッセイア』下巻，p. 201, l. 9 に対する訳注（p. 340）． 
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る場面である．ここでも elephaíromai は似た意味で用いられている6． 

 

（ディオメデスの）馬は鞭なしで走るため足の進みも思うにまかせぬ．

だが，アポロンがテュデウスの子（ディオメデス）をたばかったこと

に，アテネが気づかぬ筈はなく，たちまち軍勢の牧者（ディオメデス）

に駈け寄ると，鞭を手渡し，馬に力を吹き込んだ． 

（ホメーロス『イーリアス』第 23 巻 

第 387–390 行［松平訳，太字引用者］） 

 

この場面は五人による戦車競走で，折り返し地点を過ぎて先頭がエウメー

ロス，その次がディオメーデースでその差はわずか，という状況である．

エウメーロスの馬はアポッローン自らが育てたものであるため，彼はディ

オメーデースの鞭をはたき落とす（第 383 行）．elephaíromai は，ここでは

中動態アオリスト分詞となって（elephērámenos）アポッローンに係ってい

る． 

 

5   「滅ぼす」 

以上の二例とは異なった意味で用いられているのが，次の箇所である7． 

 

だが女怪はまた テバイ人らの破滅の因
もと

 忌まわしいピックスを生

んだ． 

オルトスの愛をうけて．またネメアの獅子を生んだが 

この獅子を ゼウスの栄えある妃ヘラが育みたまい 

 
6 Gotō, „ἐλεφαίρομαι“, 366. 
7 Gotō, „ἐλεφαίρομαι“, 366. 
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人間どもにとっての災厄として ネメアの山峡
かい

に住まわせられたの

だ． 

この獅子はここに棲みついて 人間どもの族を喰い殺し 

ネメアのトレトスとアペサスの山を支配した． 

だが これを力強いヘラクレスその人が撃ち殪した． 

（ヘーシオドス『神統記』第 326–332 行［廣川訳，太字引用者］） 

 

「喰い殺し」が elephaíromai に対応するが，これは獅子が人間を食ってい

たことを考慮した意訳であり，一般には「滅ぼす」と解釈される．ここ

では elephaíromai は加音（augment）を付さない（未完了）過去（imperfect）

3 人称単数に活用している（elephaíreto）．「女怪」と呼ばれているのはエ

キドナのことであり，「ピックス」はスピンクス（希 Sphínx）のボイオー

ティアー方言形である8． 

スピンクスはボイオーティアーの町テーバイの西にある山に陣取り，謎

をかけて解けない者を取って食べた．ヘーシオドスではスピンクスとネメ

アーのライオンが兄弟とされていることから，後藤はネメアーのライオン

がスピンクスと同様に謎をかけて解けない者を取って食べた可能性があ

ると論じ，ヘーシオドスがここで elephaíromai を使っているのはそれを反

映していると主張している．ただしネメアーのライオンが謎かけをしてい

たという神話は残っていない9． 

 

6  同根と思われる名詞と語源 

 
8 エキドナについては高津『辞典』エキドナの項（pp. 67–68），スピンクスについ

ては高津『辞典』スピンクスの項（p. 139）を見よ． 
9 ネメアーの獅子については高津『辞典』ヘーラクレースの項の「IV. 十二功業の

1」（p. 237）を見よ． 
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elephaíromai と関係のある可能性のある名詞としては形容詞 oloph-ṓïos

「欺く，滅ぼす」，固有名詞 Eleph-ḗnōr「エレペーノール」，ミュケーナイ文

明期ギリシア語（ミュケーナイ・ギリシア語）の e-re-pa-i-ro（固有名詞？）

がある10． 

olophṓïos は叙事詩の中のみで使われる．ホメーロスでは『オデュッセ

イア』の中だけで使われ，ヘーシオドスには用例がない．「キルケの恐る

べき企み」（ホメーロス『オデュッセイア』第 10 巻第 289 行［松平訳，太

字引用者］）では，キルケーが飲み物に毒を混ぜることが olophṓïos と言わ

れているから，elephaíromai と同様に「欺く」という意味が想定される．

「翁の悪賢いやり方」（ホメーロス『オデュッセイア』第 4 巻第 410 行［松

平訳，太字引用者］）では彼を捕えようとする人間から逃れようと姿を変

える海神ポセイドーンの従者プローテウスの行動が olophṓïos と述べられ

ている．『オデュッセイア』第 4 巻第 460 行ではプローテウス自身が

olophṓïos と言われている．一方，紀元前 3 世紀の叙事詩では「滅ぼす」の

意味で用いられる11． 

また，後藤は将軍の名前 Eleph-ḗnōr「エレペーノール」を「［謎によっ

て］困惑させる人」と語源解釈を行っている12． 

後藤「brahmodya」482 n. 4 で言及されているミュケーナイ文書（Mykhēnai

とあるのは Mykēnai の誤りである）以来見られる固有名詞とは e-re-pa-i-ro 

/Elepʰairōn(?)/ (KN Vc 212) である13．これはクレータ島のクノーッソス（KN，

 
10 ミュケーナイ文明期ギリシア語を記すのに用いられた線文字 B は r と l を区別
しない． 
11 S. West は Heubeck, West, and Hainsworth (eds), Commentary, p. 220 で，ホメーロス

より後の叙事詩人は olophōïos を óllȳmi「滅ぼす」と関連づけていると述べている． 
12 Gotō, „ἐλεφαίρομαι“, 369. 
13 Aura Jorro (red.), Diccionario, s.v. 
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今のイラクリオンの近く）で出土した表意文字を使用しない目録（Vc）の

一つである14．ただし文脈は不明である．また別の粘土板に記された e-re-

pa-ro (KN Ce 144) は e-re-pa-i-ro の別表記の可能性がある15．この KN Ce 144

は KN Vc 212 は同じ書き手によるものであり，同じ場所から出土してい

るので関係があると考えられている16．以下に本文と翻訳を挙げる17． 

 

行 原文 翻訳 

.0 . . . … 

.1 e-re-pa-ro BOS ZE [ エレパ（イ）ローン（？）は軛にかけた牛を［ 

.2 a-pa-ta-ẉạ [ アプタルワにおいて（？）［ 

.3 . . . … 

(KN Ce 144) 

 

ただしミュケーナイ文明期ギリシア語（おおよそ紀元前 15–12 世紀）で

は語頭・語中のいずれでも /w/ は消失していなかったので，もしこれが印

欧祖語 *u̯elh₁bʰ- に由来するならば，これは *we-re-pa-i-ro /welepʰairōn/ にな

るはずであるから18，ヴェーダ語の valh- との関係を考えることはできな

 
14 記号の表す意味については Bartoněk, Handbuch, 85–94やHooker, Introduction, 36–
37 を見るとよい． 
15 Aura Jorro (red.), Diccionario, s.v. 最後の音節文字の -ro の読みは不確実である

とされていた（e-re-pa-ṛọ）が，Aura Jorro et al., Suplemento, s.v. では確実である（e-
re-pa-ro）とされている． 
16 Enegren, ‘Animals’, 14. 
17 https://www2.hf.uio.no/damos/Words/	で本文を読むことができる．

本文中に出てくるアプタルワは，現代名ではアプテラ（希 Áptera）で，クレータ

島西部の主要都市ハニア（希Khaniá）の近くの町である． 
18 Beekes, Dictionary, s.v. ἐλεφαρίρομαι. Gotō, „ἐλεφαίρομαι“, 370 に対する彼自身の
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い．もちろんホメーロスやヘーシオドスの作品においては語頭・語中のい

ずれでも /w/ は消失しているので，*welephaíromai となっていなくても問

題はない．ただしその場合 e-re-pa-(i)-ro には別の語源を考えなければなら

ず，新たな説明が必要になる． 

Gotō, „ἐλεφαίρομαι“, 368 では elephaíromai の語源とその意味について次

のように想定されている． 

(1) 語根 *u̯elh₁bʰ- はもともと「困惑させる，悩ませる」を意味し，特に

「謎によって困惑させる，悩ませる」の意味をもった． 

(2) *u̯élbʰ-r̥- が「謎」の意味をもっていた． 

(3) valh- とリトアニア語の vìlbinti「魅惑する，だます」は語根 *u̯elh₁bʰ- 

に由来し，ギリシア語の elephaíromai は *u̯élbʰ-r̥-「謎」の名詞起源

動詞（denominative）と考えられる． 

(4) ヘーシオドスでは「謎によって困惑させる」の意味が残っている一

方で，ホメーロスではそこから派生した「欺く」の意味で使われて

いる． 

 

凡例 
*A A は想定形． 
*hₓ 印欧祖語の喉音（x = 1, 2, 3）． 
*u̯ 印欧祖語の子音化した *u（サンスクリット語の v に対応）． 
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